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■■  ははじじめめにに  
ある種のBurkholderia属細菌は、植物に対して病原性を

有することが知られている。その中でもBurkholderia gladioli
は、黄色を呈する毒素であるtoxoflavinを生産し、イネやタ
マネギ、グラジオラス等、様々な植物に病原性を示すこと
が報告されている。多くのグラム陰性細菌は、アシル化ホ
モセリンラクトン（AHL）をシグナル物質としたQuorum 
Sensing（QS）により、病原性に関連する様々な遺伝子の発
現を制御することが報告されている。全ゲノム配列が公開
されているB. gladioli BSR3株は、AHL合成遺伝子（glaI1）と
AHLレセプター遺伝子（glaR1）のセットを有するが、基準
株であるB. gladioli ATCC 10248株は、配列の異なるAHL
合成遺伝子（glaI2）とAHLレセプター遺伝子（glaR2）のセッ
トを有する。農業生物資源ジーンバンクに登録されている
84株のB. gladioli pv. gladioli のQS制御遺伝子を調査した
ところ、大部分の菌株がglaI1/glaR1のセットのみ有してい
たが、MAFF 302385株のみglaI1/glaR1とglaI2/glaR2の両
遺伝子セットを有していた。そこで本研究では、MAFF 
302385株の各QS遺伝子の単独および二重破壊株を計6
種 （ ΔglaI1, ΔglaI2, ΔglaI1ΔglaI2, ΔglaR1, ΔglaR2, 
ΔglaR1ΔglaR2）作製し、各QS制御遺伝子と病原性発現と
の関連性を調査することを目的とした。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．QS制御遺伝子破壊株の作製およびAHL生産試験 

MAFF 302385株が保持する各QS制御遺伝子破壊株を
作製し、培養上清からAHL生産を調べた。その結果、Δ
glaI1株にAHL生産が見られなかったことから、glaI1が機能
的なAHL合成遺伝子であると推察した。 
２．toxoflavin生産試験 

各菌株の液体培地および固体培地におけるtoxoflavin
生産を試験したところ、液体培地ではglaI1またはglaR1のど
ちらかの遺伝子が破壊された場合、toxoflavin生産は見ら
れなかった（Fig. 2A）。その一方で、固体培地においては
全菌株にてtoxoflavinの生産が確認され、ΔglaI1株のみ過
剰生産を示した（Fig. 2B）。そこで、ΔglaI1株にglaI1遺伝子
を相補した場合、過剰生産は抑制された。以上から、本菌
株ではglaI1/glaR1のセットのみQSに関与することが示唆さ
れ、glaI1はtoxoflavinの過剰生産の抑制に関係することが
明らかとなった。また、液体培地および固体培地における
toxoflavin生産に関しては、QSの制御機構が異なる可能性
が示唆された。 

３．グラジオラス葉片の病原性試験 
各菌株の菌懸濁液をOD600=0.5に調製し、チップで傷を

つけたグラジオラス葉片に接種することで、グラジオラスへ
の病原性を試験した。その結果、QSの有無に関わらず全
ての菌株で同等レベルの病原性を示したため、固体培地
上と同様のQS制御機構によりtoxoflavin生産が促されたと
推察した（Fig. 3）。 

 
Fig. 1 本菌株が生産する C8-HSL の化学構造および各菌

株における C8-HSL 生産の有無 

 
Fig. 2 液体および固体培地中における toxoflavin 生産量 

（Tukey 検定、ab 異記号間に有意差あり、p<0.05） 

 
Fig. 3 グラジオラス葉片の病原性試験 

（Tukey 検定、ab 異記号間に有意差あり、p<0.05） 
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